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　玉村町の小中学校では、教育活動を充実させるために、専門家や
地域の方を講師に招き、講話や体験活動を行ったり、大学生ボラン
ティアや地域ボランティアに協力いただいたりする「学習支援推進
事業」を行っています。
　地域の皆さんにおきましても、子供たちがより充実した学校生活
を送れるよう、ご支援・ご協力をお願いします。なお、各学校では、
協力いただける方の募集を随時行っています。連絡先については広
報たまむら６月号をご覧ください。ここでは、各小中学校の学習支
援推進事業の取り組みについて簡単に紹介します。

  玉村小学校
○放課後の学習支援の充実を図る
　・放課後の時間を有効に活用して、県立女子大学等の学生や地域ボランティアと協力して学習や活動に取り組
ませることで、下校待機支援、宿題や補充発展課題などの学習支援を行う。

○専門分野の講師を招いた実践活動や地域の皆さんと連携した体験活動の充実を図る
　・教育活動の一層の充実のために、専門的知識や経験を有する講師を招聘し、児童への講話や実践活動を行う。
  上陽小学校
○地域や専門家の教育力を生かした特色ある教育活動を展開する
　・各学年の教科学習において、地域の自然や施設、専門家等の力を生かした体験活動を行う。
　・学習支援ボランティアにより、放課後に補充学習を行ったり、体験学習（イベント）を行ったりする。
　・講師を招き、親子学年行事などを活用し、子供を取り巻く社会問題について、児童・保護者・地域の皆さんと
共に学習する機会を設定する。

  芝根小学校
○学習支援ボランティアによる放課後学習や学習支援の充実を図る
　・放課後学習や補充学習の時間に学習支援ボランティアに参加していただき、一人ひとりをきめ細かく支援する。
○専門家による特別授業や長寿会との交流活動の推進を図る
　・各学年の教科の学習などに、地域の人や専門家を招いた学習活動を推進していく。（警察と連携した防犯教
室や薬物乱用防止教室、福祉体験学習、裁縫講習会など）また、各学年の教科等の学習において、長寿会の皆
さんに協力いただき、体験活動を充実させる。（昔遊び・すいとん作り・団子作りなど）

  中央小学校
○放課後、長期休業等の学習支援・体験活動の充実を図る
　・長期休業を中心に自然体験や伝統文化の体験などを実施していく。（ウクレレ、囲碁、横樽音頭・にしきの
太鼓体験教室など）また、学習支援ボランティアの協力を得て、放課後や長期休業中に補充学習を行う。

○子供の人権感覚の高揚を図る
　・外部講師を招聘し、人権教室や福祉体験学習を行い、子供の豊かな心や他を思いやる心の育成を図っていく。
  南　小学校
○放課後における学習の充実を図る
　・放課後スマイル教室において、低学年を中心に、ボランティアの協力を得ながら学習
支援を行う。

○地域人材や専門家を活用した体験活動の充実を図る

特色ある学校づくり  ～学習支援推進事業～　・夏休みチャレンジ教室にさまざまな技能を有する地域人材の協力を
仰ぎながら、子供のニーズに応じた特色ある教室（講座）を開設し、
子供に充実した体験と満足感を味わわせる。

  玉村中学校
○放課後学習教室や夏季講座の充実を図る
　・放課後、生徒に自学自習の場を提供し、教員や学習支援ボランティ
アが協力し支援を行う。夏季休業中は教科ごとに学習講座を開設す
る。学習支援ボランティアを活用し、講座内容の充実や学習効果の
向上を図る。

  南　中学校
○長期休業等における学習支援の充実を図る
　・県立女子大学や地域の方の協力のもと、長期休業等に一人ひとりの
能力に応じたきめ細かい補充学習を実施する。また、授業や学年行
事において、外部講師や専門家を招いた講演会、体験活動などの充
実を図っていく。

　芝根小学校では、従来より外部人材や地域人材のご協力を得て、さま
ざまな学びの機会を創造して参りました。特徴的なものをいくつかご紹
介すると、まず農業委員さんとともに行う「じゃがいも」「たまねぎ」
の栽培が挙げられます。２年生が育てた「じゃがいも」と「たまねぎ」
が「玉村カレー」の食材となり、給食として玉村の子供たちに提供され
ています。次に、芸術の秋には、伊勢崎市邦楽舞踏協会の皆さんが、箏
と尺八による演奏をしてくださるとともに箏の実技指導をしてください
ます。丁寧な指導のおかげで、はじめて箏に触れる人がほとんどの５年
生でも、「さくらさくら」を奏でることができるようになります。１～
３年生は、長寿会の皆さんとの交流の中で、それぞれ「昔遊び」を教え
てもらったり、「すいとん」や「白玉だんご」を作ったりして、とても
楽しい時間を過ごしています。ここでは一例をご紹介しましたが、昨年
度はのべ80回以上の学習支援活動を行いました。そんな中で昨年度より
新たに始まったのが、「放課後学習支援」です。これは、週１回（月曜
日の放課後）、子供たちに学習の場を提供し、個別学習を支援していく
ものであり、基礎的・基本的な学習内容の定着と学習習慣の確立を目指
したものです。本年度は４～６年生の希望者40人以上を対象にして28回
が予定されておりますが、４人の大学生が
子供たちの学習のお手伝いをしてくれてい
ます。子供たちにとって、芝根小の先生以
外の人との関わりによって得るものはとて
も大きいものがあり、更なる充実を目指し
ていきたいと思います。
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対象　学校へ行きたくても行けずに
　　　困っている小・中学生
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
場所　役場西側「ふれあい教室」
　　　　・   65－0091
小・中学生の不安や悩みを受け止め
ながら、心がふれあう喜びを体験す
る場所です。

対象　ことばやきこえ、情緒面で心
　　　配のある3歳以上の幼児や小
　　　・中学生
　　　発音の誤り・ことばの繰り返
　　　し・ことばの発達が遅い・落
　　　ち着きがない・人とうまくか
　　　かわれない・学習に偏りがあ
　　　るなど
場所　役場西側「玉村町通級教室」
　　　　 20－4500

内容　子どもの心の問題など
日時　毎週月～金曜日
　　　9：00～16：00
申し込み　電話で随時
場所　役場西側「教育相談室」
　　　　 65－0081 
　　　　 65－0091
お子さんの教育の悩みなど、ひとり
で悩んでいないでお気軽にご相談く
ださい。

内容　子どもの心身の発達にかかわ
　　　る心配ごと
日時　毎週月～金曜日（祝日を除く）
　　　9：00～17：00
　　　第２・４土曜日
　　　9：00～15：00
申し込み・問い合わせ先
　　　子ども教育支援センター
　　　（県総合教育センター）
　　　☎26－9200

玉村町ふれあい教室

玉村町通級教室

玉村町教育相談室

子ども教育・子育て相談
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外部人材・地域人材の活用による学習支援事業の充実

芝根小学校


